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広島市

人口 約１１９万人
８つの行政区で構成

■位置、人口
１ 広島市の概要
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■地理的特徴

総面積: 905km2

平地部: 17%

太田川

0 5 10km

１ 広島市の概要

市街化区域

160km2（１８％）

0 5 10km

デルタ市街地

約４％
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■公共交通機関の現状

アストラムライン

広島電鉄宮島線

ＪＲ

広島電鉄市内線

バス

３ 公共交通の現状と課題
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◎公共交通機関の利用者数は平成6年度をピークに減少しており、特にバスの減
少が著しい。

図表 公共交通機関別乗車人員の推移（市内分）

資料）広島市統計書より作成

３ 公共交通の現状と課題

■交通機関別乗車人員の推移（市内分）

５



都市名 交通機関 主要駅 都心 距離 所用時間

広島市
路面電車

ＪＲ広島駅 紙屋町東電停 ２．１km 約１４分

ＪＲ横川駅 紙屋町西電停 ２．４km 約１４分

ＪＲ西広島駅 紙屋町西電停 ３．３km 約１９分

ｱｽﾄﾗﾑﾗｲﾝ 新白島駅 本通駅 １．７km 約 ５分

札幌市 地下鉄 ＪＲ札幌駅 大通駅 ０．６km 約 １分

仙台市 地下鉄 ＪＲ仙台駅 勾当台公園駅 １．２km 約 ３分

福岡市 地下鉄 ＪＲ博多駅 天神駅 ２．５km 約 ５分

◎運行時間の概ね5割が停止時間で占められ、定時性・速達性に課題がある。
◎他の都市に比べ、主要JR駅から都心までの所要時間が長い。

図表 路面電車の表定速度の推移

資料）広島市道路交通局調べ
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図表 路面電車の運行時間内訳

資料）広島電鉄㈱ 資料）広島電鉄㈱

図表 主要駅－都心間の所要時間等

運行時間の概ね
5割が停止時間

主要JR駅から都心までの
所要時間が長い

３ 公共交通の現状と課題

■路面電車の現状
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◎都心においては、バスが過密状態であり、非効率な運行となっている。
◎朝ピークを中心にバス停でバスによる渋滞が発生するなど、定時性・速達性に
課題がある。

〈バス・路面電車等運行本数〉
〈バス〉 〈路面電車等〉

3,000本／日～
1,000本／ 日～
500本／日～
300本／日～
200本／日～
100本／日～
50本／日～
15本／日～
1本／日～

市内のバス停の混雑状況

広島駅

横川駅

西広島駅

広島バス
センター

約3,800便/日の
バスが集中

路線データ作成協力：株式会社ナビタイムジャパン

■バスの現状（都心部におけるバス路線の過密状況）

楕円形の
都 心

３ 公共交通の現状と課題
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◎路線バスがそれぞれの団地から都心まで直通しており、拠点までのアクセスの
低い地区がある一方、拠点から都心へのサービスレベルは過剰となっている。

■バスの現状（郊外部におけるバス路線の状況）

３ 公共交通の現状と課題
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めざすべき公共交通体系

集約型都市構造を支える
公共交通体系

［都市全体］

都心の魅力づくりを支
える公共交通体系

［都心］

効率的なサービスを提
供する公共交通体系

［デルタ市街地］

安定的・継続的なサービス
を提供する公共交通体系

［郊外部］

階層性のある公共交通
ネットワークの形成イメージ

基幹公共交通ネットワーク
都心と拠点地区、拠点地区相互
を結ぶネットワーク

デルタ内準基幹公共交通
ネットワーク

デルタ内におけるネットワーク

郊外部補完公共交通
ネットワーク

郊外部におけるネットワーク

地域公共交通ネットワーク
上の３つではカバーしきれない
地域におけるネットワーク

れ

ネ

通

こ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
交
通
結
節
点
で
結
ぶ
階
層
性

の
あ
る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
め
ざ
す

公共交通体系づくりに向けた
取組方針

都心と拠点地区を連携強化する
公共交通ネットワークの形成
集約型都市構造実現のための公共交
通の充実・強化

基幹・準基幹公共交通のネットワー
ク強化
デルタ周辺の交通拠点から
都心へのアクセス強化
公共交通による都心へのアクセス強化

デルタ内の移動の円滑化
路線の再編による効率化（過密状態
の解消）

公共交通サービスを十分受けられな
い地域の解消

持続可能な生活交通の確保
路線の再編による安定的・継続的な維持
公共交通の不便な地域の解消

■公共交通体系づくりの基本方針
４ 公共交通体系づくりの基本計画
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基幹公共交通ネットワーク

デルタ内準基幹公共交通ネットワーク

郊外部補完公共交通ネットワーク

地域公共交通ネットワーク

都心と拠点地区、拠点地
区相互を結ぶ大量性・定
時性に優れたサービスを提
供するネットワーク

デルタ内の各エリアから都
心、又は、拠点地区への
アクセスを担うネットワーク

郊外部において、主に基
幹公共交通までのアクセ
スを担うネットワーク

上３つのネットワークではカ
バーしきれない地域の交
通を担い、住民の生活交
通となるネットワーク

■階層性のある公共交通ネットワークのイメージ

これらの４つの階層の公共交通ネットワークを交通結節点で結びつける

●速達性
●大量性
●定時性

●安定性･
継続性

●柔軟性
（きめ細かなｻｰﾋﾞｽ）

４ 公共交通体系づくりの基本計画
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荒下県営住宅跡地
（民有地）

安佐北
区役所

可部
小学校

可
部
バ
イ
パ
ス

国
道
54
号

可
部
駅

終点駅

電化延伸区間約1.6ｋｍ 新駅２箇所

終点駅 イメージ 中間駅 イメージ

※ 現時点でのイメージです平成２９年春開業予定

河戸

可部

横川

◆平成25年2月
電化延伸について広島市とJR西
日本が事業実施合意

◆平成26年2月
JR西日本が鉄道事業許可を取得

◆平成26年11月
JR西日本が工事施行認可を取得

◆平成27年2月
鉄道施設の新設工事に着手

主な経緯

■基幹公共交通ネットワーク（JR可部線の電化延伸）
５ 公共交通施策の取組事例
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新交通西風新都線

新白島駅

５ 公共交通施策の取組事例

■基幹公共交通ネットワーク（アストラムラインの延伸）

ＪＲ山陽本線とアストラムラインとの接続による

「西風新都・デルタ間の循環」
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■基幹公共交通ネットワーク（新白島駅）
５ 公共交通施策の取組事例

連絡通路

アストラムライン
新白島駅

ＪＲ新白島駅

平成27年3月14日開業

新白島駅
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サービス水準
・運行本数 ： ２００本/日以上（一部路線を除く）、１５本前後/ピーク時
・運行時間 ： ５時～２４時
・表定速度 ： ８．９～９．４km/h

５ 公共交通施策の取組事例

■デルタ内準基幹公共交通ネットワーク（路面電車のＬＲＴ化）
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●バリアフリー化

グリーンムーバ―・LEX(1000形)グリーンムーバ―・ＭＡＸ(5100形)

導入車両３０編成（うち広島市は２４編成に補助）ＬＲＶの導入

写真提供）広島電鉄（株）

５ 公共交通施策の取組事例

■デルタ内準基幹公共交通ネットワーク（路面電車のＬＲＴ化）

・消費電力
在来車 43.95（WH／t･km） LRV 38.34（WH／t･km） 約12％改善
・回生電力量
在来車 17.80（WH／t･km） LRV 38.18（WH／t･km） 約2.1倍に向上

●環境性能（消費電力等の環境性能が大幅に向上）

●車両性能（加減速性能の向上、低振動化）
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電車ロケーションシス
テムの高度化

＜従来＞

行先・先発次発・待ち時間・
車種を２ヶ国語で表記

＜整備後＞

電車の接近と行先のみ

待ち時間

５ 公共交通施策の取組事例

■デルタ内準基幹公共交通ネットワーク（路面電車のＬＲＴ化）

車両種別

路面電車優先信号
の設置
電車優先信号のイメージ

市内４区間に設置
① 宇品海岸３丁目交差点
② 横川駅前交差点
③ 八丁堀交差点
④ 広電天満橋東詰交差点～
広電天満橋西詰交差点間

電停の改良（バリアフ
リー化）
市内線の17電停を整備済

広告付き電停上屋
（市役所前電停）
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横川駅交通結節点改善事業 (2000年‐2004年)

横川駅

横川駅

電停を道路中央から駅前広場へ移設

５ 公共交通施策の取組事例

■デルタ内準基幹公共交通ネットワーク（路面電車のＬＲＴ化）
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駅前大橋
ルート

都心部

広島駅

南口広場

路面電車

路面電車を駅前大橋ルートとする、
「広島駅南口広場の再整備等に係る基本方針を決定」

現行ルート
本 線

比治山線

広島駅南口広場の再整備（駅前大橋ルートの整備）

５ 公共交通施策の取組事例

■デルタ内準基幹公共交通ネットワーク（路面電車のＬＲＴ化）

南口広場再整備のイメージ
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◎都心を通過する複数の系統を統合し一つの系統とすることで、利用者の利便性
を確保しつつ、重複区間の便数の適正化を図る。

◎これにより、運行経費の削減を図るとともに、重複の解消により生じる車両や
運転手などの余裕を、他の路線の運行へ活用。

５ 公共交通施策の取組事例

社会実験の期間
平成28年1月23日（土）

～3月13日（日）

広島電鉄2号線

広島バス22号線

新規路線
今後のバス路線再編
の参考

ドッキングによる
重複区間の解消

■デルタ内準基幹公共交通ネットワーク（都心部のバス再編）
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◎郊外部の団地等から都心へ直通する路線の一部を、郊外部の拠点地区などを中
心としてフィーダー化し、運行効率の向上を図る。

◎但し、全ての便をフィーダー化するのではなく、朝ラッシュ時は都心への直通
バスを残すなど、地域の需要に応じて最適な運行形態する。

５ 公共交通施策の取組事例

■郊外部補完公共交通ネットワーク（郊外部アクセス補完バス）
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◎地域が主体となった乗合タクシー等の運行の取組に対して、その各段階におい
て適切な支援を実施し、地域における生活交通の確保を図る

◎国の補助を活用しても収支率の低さなどから地域負担が大きくなる郊外部の住
宅団地や中山間地域などでは、現行の国の補助制度に加え、新たに本市におい
ても支援を拡充

① 地域主体の交通に対する支援拡充

◎利用者のニーズに応じて運行する予約型のバス
◎その都度運行ルートやダイヤを設定し、小型車両を用いることでドア・トゥ・
ドアでのサービス提供が可能となるなど、柔軟な運行を行うことができる交通

② デマンド運行の検討
やぐちおもいやりタクシー黄金山乗合タクシー

５ 公共交通施策の取組事例

■地域公共交通ネットワーク（乗合タクシーを含む地域バス）
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■目指すべき公共交通体系の形成イメージ
５ 公共交通施策の取組事例
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ご清聴ありがとうございました
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